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要求書を受け取る宮脇所長補佐(右)と石川支部長

「
署
名
・
カ
ン
パ
」
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
声
を
県
へ

届
け
ま
す
！

加
入
者
歓
迎
！

教職員の「働き方改革」の推進を！（組合）

現場の声を所長・本課に伝える！（西部）

発行所
三豊教育会館内
香教組三観支部
編集人情宣部
℡ 0875-25-3761

http:/www.niji.jp
/ home/kazuo-t
/ mitoyosibu1

三観支部が西部教育事務所（西原所長）へ要求書提出
教職員の勤務条件を改善するために、下記のとおり要求します。

記

１ 教職員の生活に見合った賃金を保障すること。
２ 裁判所も「給特法は、もはや教育現場の実情に適合してい
ない」との判断を示しているように教員にも残業代を支払う
よう国に働きかけること。

３ 少人数学級を早期に実現すること。学校や子どもの実態に
合わせ、県独自の加配をすすめること。

４ 勤務評定をやめ、成績主義賃金を廃止すること。
５ 全児童・生徒対象の「学習状況調査」（小５、中２）を今
後実施しないこと。「全国学力テスト」（小６、中３）を実施
しないよう文科省に申し入れること。

６ 勤務時間を守れるよう適切な指導を講じること。また、代
休やわりふりについては実質とれるように指導すること。そ
のためにも教職員を増員すること。

７ 小学校の特別クラブ、中学校の部活の地域移行（目標時期
：令和５年度の開始から３年後の令和７年度末を目途）を含
め適正化を図ること。

８ 教職員の信頼の厚い民主的な人を管理職として登用するこ
と。そして、管理職の人権意識を高めるよう指導すること。

９ 教育事務所訪問をやめること。少なくとも授業参観及び指
導は、希望者のみにすること。

10 管理職が多忙化を解消し、教職員の健康管理に配慮するよ
うに指導すること。香小研、香中研は任意団体であり加入
は個人の判断であることを周知すること。

11 １年単位の変形労働時間制を強制しないこと。
12 その他

十
二
月
九
日
、
香
教
組
三
観
支
部
（
石
川
謹
章
支
部
長
）
は
、
県
教
委
西
部

教
育
事
務
所
（
宮
脇
所
長
補
佐
）
に
、
教
職
員
の
勤
務
条
件
改
善
と
多
忙
化
解

消
の
た
め
の
要
求
行
動
を
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

成
績
主
義
賃
金
制
は
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
仕
事
を
す
る
教
育
現
場
に
は

な
じ
ま
な
い
。

《
学
力
テ
ス
ト
等
廃
止
を
》

組
合

全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト

や
県
学
習
状
況
調
査
に
つ
い
て
は
、

児
童
生
徒
の
学
力
の
状
況
を
調
査

す
る
目
的
で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

状
況
を
測
る
デ
ー
タ
は
す
で
に
調

査
済
み
で
あ
り
、
毎
年
実
施
す
る

必
要
性
が
な
い
。
返
っ
て
勉
強
嫌

い
の
子
ど
も
を
作
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
点
数
偏
重

主
義
に
よ
り
、
指
導
の
行
き
過
ぎ

な
ど
の
弊
害
が
出
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

組
合

数
学
な
ど
の
丸
付
け
に

大
変
な
時
間
が
か
か
る
。
あ
ま
り

意
味
の
な
い
テ
ス
ト
の
採
点
に
、

こ
ん
な
に
時
間
を
か
け
る
こ
と
は
、

働
き
方
改
革
に
逆
行
し
て
い
る
。

《
勤
務
の
適
正
に
つ
い
て
》

勤
務
時
間
を
守
る
よ
う
適
切
な

指
導
を
講
じ
る
こ
と
！
ま
た
、
代

休
や
わ
り
ふ
り
は
実
質
と
れ
る
よ

う
に
指
導
す
る
こ
と
！

組
合

各
学
期
中
の
超
過
勤
務

に
対
し
て
わ
り
ふ
り
を
長
期
休
業

中
に
き
ち
ん
と
出
す
学
校
が
増
え

て
き
て
い
る
こ
と
は
よ
い
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
わ
り
ふ
り

が
取
り
切
れ
な
い
現
状
が
あ
る
。

全
体
の
仕
事
量
を
減
ら
す
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
、
せ
っ
か
く
の
代
休

・
わ
り
ふ
り
が
実
質
取
れ
る
よ
う

長
期
休
暇
の
前
後
で
も
取
れ
る
よ

う
に
す
る
な
ど
工
夫
し
て
欲
し
い
。

校
長
に
よ
っ
て
温
度
差
が
あ
る
。

管
理
職
を
指
導
し
て
欲
し
い
。

組
合

勤
務
時
間
終
了
後
か
ら
、

学
年
団
会
議
が
始
ま
る
。
超
過
さ

実
現
さ
せ
て
い
る
点
は
、
有
難
い
。

昨
今
の
現
状
に
お
い
て
、
支
援
が

必
要
な
児
童
生
徒
は
増
加
し
て
い

る
が
、
教
員
は
不
足
し
て
お
り
、

教
育
活
動
が
よ
り
困
難
に
な
り
、

よ
り
き
め
の
細
か
い
指
導
が
必
要

で
あ
る
。
少
人
数
学
級
の
継
続
・

拡
充
が
よ
り
必
要
で
あ
る
。
仕
事

が
多
く
先
生
方
に
ゆ
と
り
が
な
い
。

空
き
時
間
を
増
や
す
た
め
に
も
、

定
数
改
善
が
必
要
で
あ
る
。
不
登

校
や
い
じ
め
の
件
数
も
増
え
て
い

る
。
更
に
、
推
進
を
お
願
い
し
た

い
。

《
成
績
主
義
賃
金
廃
止
を
》

勤
務
評
定
を
や
め
、
成
績
主
義

賃
金
を
廃
止
す
る
こ
と
！

組
合

評
価
や
そ
の
基
準
に
つ

い
て
管
理
職
に
質
問
し
て
も
説
明

を
し
な
い
。
重
責
を
担
わ
さ
れ
て

い
る
の
に
上
位
区
分
で
な
い
こ
と

に
不
満
を
持
つ
先
生
も
多
い
。
評

価
基
準
が
開
示
請
求
で
き
な
い
の

は
、
全
国
で
香
川
を
入
れ
て
２
県

の
み
と
聞
い
て
い
る
。
ど
う
し
て

開
示
請
求
で
き
な
い
の
か
？
こ
の

《
賃
金
保
障
に
つ
い
て
》

安
心
し
て
教
育
活
動
に
専
念
で
き
る
よ

う
な
給
与
を
保
障
す
る
こ
と
！

組
合

人
事
委
員
会
勧
告
に
よ
り
、
月

例
給
（
月
給
与
）
、
一
時
金
（
勤
勉
手
当
）

と
も
に
引
き
上
げ
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、

教
職
員
の
仕
事
量
は
増
え
続
け
て
い
る
。

再
任
用
も
給
料
が
減
る
の
に
仕
事
が
多

い
。
諸
物
価
高
騰
に
対
し
て
、
実
質
賃
金

が
見
合
っ
て
い
な
い
。
「
同
一
労
働
同
一

賃
金
」
の
観
点
、
「
人
材
確
保
」
の
観
点

か
ら
、
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
教
職
員
の

生
活
に
見
合
っ
た
給
与
額
を
保
障
し
て
欲

せ
な
い
よ
う
な
意
識
で
、
会
議
等
を
勤

務
時
間
内
に
終
わ
ら
せ
る
よ
う
お
願
い

し
た
い
。

《
特
別
ク
ラ
ブ･

部
活
動
の
適
正
化
を
》

組
合

部
活
動
は
、
教
員
が
必
ず
し

も
担
わ
な
く
て
も
良
い
業
務
か
？

西
部

「
は
い
。
そ
う
。」

組
合

過
去
に
、
部
活
と
子
育
て
が

大
変
で
、
教
員
を
辞
め
た
先
生
が
い
た
。

教
員
を
辞
め
な
く
て
も
続
け
ら
れ
る
雇

用
（
待
遇
）
形
態
で
あ
っ
て
欲
し
い
。

組
合

ク
ラ
ブ
・
部
活
動
に
お
い

て
、
子
ど
も
の
健
康
や
成
長
を
考
慮
し

た
適
正
な
運
営
と
な
る
よ
う
指
導
し
て

欲
し
い
。
働
き
方
改
革
の
一
環
で
、
部

活
の
休
養
日
や
「
ノ
ー
部
活
デ
ー
」
な

ど
を
設
定
す
る
学
校
が
増
え
て
い
る
。

更
に
、
改
革
を
進
め
て
欲
し
い
。

組
合

「
部
活
動
地
域
移
行
」
で
あ

っ
て
も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
守
ら
れ
て
い
る
か
指
導
す
る

べ
き
。
休
み
（
平
日
１
日
以
上､

土
日

１
日
以
上
休
み
）
活
動
時
間
（
平
日
２

時
間
程
度､

土
日
３
時
間
程
度
）
長
期

休
業
中
や
年
末
年
始
な
ど
過
度
な
活
動

と
な
っ
て
い
な
い
か
指
導
す
る
べ
き
。

部
活
動
顧
問
を
希
望
し
な
い
人
の
意

見
を
尊
重
し
、
強
制
し
な
い
よ
う
に
し

て
欲
し
い
。

地
域
移
行
に
よ
り
、
外
部
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
な
ど
の
権
限
過
多
に
よ
り
、
勝
利

至
上
主
義
に
な
る
な
ど
、
生
徒
の
負
担

や
健
康
被
害
が
で
る
よ
う
な
こ
と
が
な

い
よ
う
学
校
、
委
員
会
、
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
調
整
を
適
正
に
行

っ
て
欲
し
い
。

教
員
の
仕
事
で
部
活
動
に
か
か
る
労

力
は
大
き
い
。
移
行
す
る
に
は
予
算
が

必
要
だ
。
三
豊
市
で
は
、
令
和
６
年
度

よ
り
３
つ
の
部
活
動
で
実
証
事
業
が
進

ん
で
お
り
、
段
階
的
に
令
和
９
年
度
に

は
、
休
日
の
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
希
望
制

し
い
。
ま
た
、
国
立
大
学
附
属
の

学
校
で
は
残
業
代
が
割
増
し
で
支

払
わ
れ
て
い
る
。
賃
金
保
障
と
同

時
に
残
業
時
間
の
抑
制
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

《
少
人
数
学
級
・
加
配
に
つ
い
て
》

す
べ
て
の
小
中
学
校
で
少
人
数

学
級
を
実
現
す
る
こ
と
！
県
独
自

の
加
配
を
す
す
め
る
こ
と
！

組
合

香
川
県
は
、
小
中
学
校

に
お
け
る

人
学
級
を
県
独
自
で
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「
組
合
新
聞(

チ
ラ
シ)

配
布
で
、

三
観
の
小
中
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た

」

私
た
ち
組
合
の
運
動
の
一
つ
に
「
チ
ラ
シ
配
り

・
署
名
活
動
」
が
あ
る
。
先
日
も
、
数
人
で
三
観

の
小
中
学
校
を
訪
問
し
た
。
参
加
者
の
後
日
談
と

し
て
、「
や
は
り
、
学
校
に
よ
っ
て
雰
囲
気
が
違
う

こ
と
を
感
じ
る
。
管
理
職
が
『
い
つ
も
お
疲
れ
様

で
す
。
ど
う
ぞ
配
っ
て
下
さ
い
・
・
・
』
な
ど
と

明
る
く
対
応
し
て
く
れ
る
学
校
は
、
先
生
方
も
明

る
く
元
気
に
仕
事
を
し
て
い
る
。
管
理
職
が
面
倒

な
感
じ
で
対
応
す
る
学
校
で
は
先
生
方
も
元
気
が

な
く
疲
れ
切
っ
た
顔
で
仕
事
を
し
て
い
る
。
」
ど
っ

ち
が
お
互
い
に
得
な
の
だ
ろ
う
か
？

謹
賀
新
年

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

香
川
県
教
職
員
組
合

三
観
支
部
長
石
川
謹
章

「

パ
ワ
ハ
ラ
相
談
の
窓
口
は

？

」

パ
ワ
ハ
ラ
相
談
の
窓
口
は
３
つ
。

①
学
校
（
校
長
・
パ
ワ
ハ
ラ
相
談
担
当
者
）

②
市
教
委
の
窓
口

③
県
教
委
（
西
部
・
県
教
育
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

が
あ
る
。
し
か
し
、
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
て
も
一
教

員
が
窓
口
に
相
談
し
た
り
、
訴
え
た
り
す
る
の
は

か
な
り
勇
気
が
い
る
も
の
だ
。
教
職
員
組
合
の
方

に
も
パ
ワ
ハ
ラ
相
談
の
窓
口
が
あ
り
、
時
々
相
談

が
入
っ
て
く
る
。
相
談
し
や
す
い
環
境
整
備
も
大

事
で
は
な
い
か
。

「

意
見
の
言
え
る
働
き
や
す
い
職
場
に
」

先
日
、
教
員
同
士
の
話
し
合
い
で
、
来
年
の
人

事
異
動
希
望
の
話
題
に
な
っ
た
。
多
く
の
人
の
悩

み
は
「
留
任
で
残
る
の
も
苦
し
い
。
異
動
す
る
の

も
苦
し
い
。
」
ま
た
、
中
学
校
は
、
割
と
意
見
を
具

体
的
に
書
く
。
例
え
ば
「
三
観
内
の
異
動
希
望
で
、

①
〇
〇
中
、
②
○
○
中
」
な
ど
、
小
学
校
は
、「
留

任
、
一
任
、
お
任
せ
し
ま
す
」
な
ど
が
多
い
。
余

り
異
動
希
望
を
書
か
な
い
そ
う
だ
。
小
学
校
で
は
、

普
段
か
ら
（
管
理
職
の
管
理
統
制
の
た
め
か
）
個

人
の
意
見
が
言
い
に
く
い
よ
う
な
雰
囲
気
の
学
校

が
多
い
と
聞
い
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
自
由
や

平
等
を
教
え
て
い
る
。
職
場
も
そ
う
あ
っ
て
欲
し

い
。

が
完
了
す
る
よ
う
で
あ
る
。
市
町
か
ら

遅
れ
を
と
ら
な
い
よ
う
、
県
が
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
欲
し
い
。

《
民
主
的
な
管
理
職
を
》

組
合

人
権
意
識
の
高
い
、
民
主
的

な
管
理
職
の
登
用
を
お
願
い
し
た
い
。

組
合

パ
ワ
ハ
ラ
の
相
談
窓
口
は
３

つ
あ
る
と
き
て
い
る
。
（
下
の
記
事
に

掲
載
）

組
合

あ
る
学
校
で
は
、
４
月
初
め

の
校
内
人
事
（
学
年
・
分
掌
）
発
表
の

折
、
（
本
人
は
一
年
団
と
希
望
し
て
い

た
に
も
関
わ
ら
ず
）
学
年
団
か
ら
外
さ

れ
、
教
務
団
に
配
置
さ
れ
た
。
教
務
団

に
は
教
務
の
先
生
も
入
っ
て
お
ら
ず
、

打
診
も
な
か
っ
た
。
ま
た
、
縦
か
ら
も

横
か
ら
も
学
校
の
情
報
が
入
っ
て
こ
ず

疎
外
感
を
強
く
感
じ
る
。
今
後
、
こ
の

よ
う
な
校
内
人
事
が
な
い
よ
う
管
理
職

を
指
導
し
て
欲
し
い
。

組
合

あ
る
学
校
で
は
、
あ
る
教
科

の
先
生
が
「
２
年
生
の
授
業
で
指
示
が

通
り
に
く
い
・
・
・
」
と
管
理
職
に
相

談
し
た
ら
、
（
最
初
は
聞
こ
う
と
し
た

が
最
終
的
に
）
「
教
科
指
導
に
問
題
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
」
と
い
う
声
か

け
に
と
ど
ま
っ
た
。
し
か
し
、
別
の
先

生
が
同
じ
こ
と
を
相
談
し
た
ら
、
集
会

を
す
る
な
ど
迅
速
な
対
応
を
し
た
。
不

公
平
な
管
理
職
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

対
応
の
違
い
は
差
別
と
受
け
取
ら
れ
て

も
仕
方
が
な
い
。
（
管
理
職
と
し
て
人

権
意
識
を
高
め
て
も
ら
い
た
い
。）

《
学
校
訪
問
に
つ
い
て
》

職
場
の
多
忙
化
を
解
消
す
る
た
め
に

学
校
訪
問
を
す
べ
て
の
学
校
で
半
日
日

程
に
す
る
な
ど
簡
素
化
す
る
こ
と
！

組
合

授
業
参
観
や
指
導
は
希
望
者

だ
け
に
す
る
こ
と
。
教
科
は
指
定
し
な

い
こ
と
。
学
校
訪
問
の
内
容
（
日
程
）

は
、
市
町
教
委
の
指
導
の
下
、
各
学
校

で
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

組
合

学
校
訪
問
に
お
い
て
、
説
明

資
料
の
作
成
な
ど
に
労
力
が
か
か
り
、

教
職
員
に
と
っ
て
負
担
が
大
き
い
。
西

部
教
育
事
務
所
か
ら
、
過
度
の
資
料
作

成
や
気
遣
い
は
い
ら
な
い
と
言
っ
て
も

ら
え
た
ら
あ
り
が
た
い
。

西
部

「
要
請
で
行
っ
て
い
る
が
、

資
料
づ
く
り
に
も
負
担
が
な
い
よ
う
に

話
し
た
り
は
し
て
い
る
。」

組
合

全
て
の
学
校
で
半
日
日
程
に

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
高
松
市
で
は

指
導
案
提
出
が
な
い
そ
う
だ
。

組
合

あ
る
学
校
で
は
、
学
校
訪
問

時
の
授
業
参
観
後
の
指
導
に
つ
い
て
、

歳
以
上
は
希
望
制
と
し
た
。
こ
れ
に

50よ
り
、
余
分
な
労
力
や
ス
ト
レ
ス
が
軽

減
さ
れ
た
。

《
多
忙
化
解
消
に
つ
い
て
》

教
職
員
の
健
康
を
守
る
た
め
、
勤
務

時
間
を
守
り
、
多
忙
化
を
解
消
す
る
こ

と
！組

合

教
職
員
調
査
票
の
提
出
期
限

が
、
こ
の
間
早
く
な
り
、
今
年
は
、
12

月

日
が
提
出
締
め
切
り
で
あ
っ
た
。

16
早
く
な
っ
た
理
由
を
教
職
員
に
説
明
し

て
欲
し
い
。
ま
た
、
職
員
調
査
票
の
表

の
下
段
に
「
あ
く
ま
で
希
望
調
査
で
あ

り
、
記
入
し
た
希
望
が
か
な
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
の
文
言
が
追
加

さ
れ
た
。
普
段
、
県
教
委
は
「
丁
寧
に

聞
き
取
り
ま
す
」
「
き
ち
ん
と
書
い
て

く
だ
さ
い
」
な
ど
と
、
傾
聴
の
姿
勢
を

強
調
し
て
い
た
が
、
今
回
の
文
言
は
、

「
書
い
て
も
無
駄
で
す
よ
・
・
・
」「
人

事
異
動
は
県
が
決
め
る
こ
と
で
す
か
ら

・
・
・
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
余
分
な

一
言
で
あ
る
と
感
じ
る
。

組
合

香
小
研
・
香
中
研
は
、
任
意

団
体
で
あ
る
。
し
か
し
、
加
入
が
ほ
ぼ

半
強
制
的
で
あ
り
、
研
究
が
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
い
る
。
加
入
に
関
し
て
、

三豊･観音寺市 ・年度初め４月７日
・お盆閉庁５日 ・教員採用試験「職免」扱い！
「改革に感謝している」更に推進を！（組合）

強
制
的
に
な
ら
な
い
よ
う
に
指
導
し
て

欲
し
い
。

西
部

「
県
も
、
こ
れ
ま
で
通
り
で

は
な
く
、
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
」

組
合

「
三
豊
市
の

・

環
境
の

ICT

PC

条
件
が
厳
し
す
ぎ
る
、
仕
事
が
し
に
く

い
。
」
と
の
声
が
あ
る
。
ま
た
、
テ
ン

キ
ー
が
配
布
さ
れ
て
お
ら
ず
要
望
し
た

が
す
ぐ
に
は
入
ら
ず
個
人
の
も
の
を
使

用
し
た
。
総
務
ナ
ビ
で
事
務
処
理
を
入

力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
大
変
忙
し

い
。
事
務
の
人
も
教
え
る
の
に
忙
し
い
。

何
と
か
な
ら
な
い
も
の
か
？

組
合

三
豊
市
の
来
年
に
向
け
て

の
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
。
①
年
度
初

め
が
４
月
６
日
で
あ
っ
た
が
７
日
と
す

る
。
②
８
月
の
お
盆
の
閉
庁
日
を
３
日

か
ら
５
日
に
す
る
。
③
来
年
度
、
講
師

の
教
員
採
用
試
験
受
験
を
、
年
休
か
ら

「
職
免
」
扱
い
に
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

有
難
い
。[

令
和
５
年
度
の
記
事
：
全

て
実
現
し
て
い
ま
す
。]

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

こ
れ
ら
組
合
の
要
求
に
対
し
て
県
教

委
西
部
教
育
事
務
所
（
宮
脇
所
長
補
佐
）

は
次
の
様
に
回
答
し
ま
し
た
。

所
長
補
佐

現
場
の
声
を
聞
く
こ
と

が
で
き
た
。
所
長
や
本
課
に
伝
え
た
い
。

〔要求する香教組三観支部（左）〕


